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一 今後の原子力船研究開発のあ り方にっいて
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・     原 子 力 委 F〔 会

当委員会は、去る11月 29日 当委員会あて提出された原子力船懇談会 7114午 書を

基に、今後の我が国の原子力船研究りЛ発のあり方に

i】 [サ [[‖fiI[i結果、今

ろ。

1.原 子力船研究開発の必要性
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原子力船の実用化の時期は、今日では21世紀に入ってからとみられるが、

原子力船はその舶用炉技術の向上によらて、化石燃料による在来船では困

難 と見込まれる商船あ高速化、長期運航等の実現の可能性がぁり、また、

海運分野のエネルギー供給の多様化にも貢献すること/JrlVl待 される:従 っ

て、民い日で我が国の将来を考える時、原子力船に関する技術を保右 して

おくことは、重要なことであると考える.こ のようなjt地 から我が国とし

ては、今後、財政事1背 等を考慮 しつつ、原子力10研 究″Π発を段階的、着実

に進め、今世紀中を日i2に 、その後の_寒用化に通切に対応 し4摯 る程度 にま

で原子力船の技術、姐』k」理金等の蓄積を図ってお くべきであると考える。

2.原子力船研究‖I発 の進め方

(1)原 子力船「むつ」の実験・運航

国産技術によって設計、建造された「むっ」は、遺 1感 な/Jrら 未だその所

期の 目的を達 していないが、その開発をllK統 し、海上における実験・運

航による諸データを得ることは、我が国の原子力船研γE"1発 にとって極

めて重要であり、 1に ,上 べた

な手段であると考える。
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今後の「むつ」″月発の進め方としては、「むっ」がlo年 近 くにわたり原子

炉を稼動 させていないこともあり、試験 を再‖|し 、長り切rゥ に実験 。運たt

を進めてい くにあたっては、ィサ1重 な試験 11・ 漣1の 下で、十分な点 1☆ 、整出

を図る必要/7rぁ り、技術的に万全の体制で出‖むこと/7r重 要である。その

上で試験の実1/tiは 安全性に配慮 しなが ら、段 l旨 的に進めてい くことが必

要である。      :
また、「むつ」の〃1発 を劇i続 するためには、1召 和49年 以来の懸案である

定係i春 の確保が必要である.こ のため、政府において青森;itむ つ市IN根

浜地区に新定係|さ を建設するための準研‖が進めらだているあr、 過去の経
|(ヽ を考慮すれば、供1根浜新定係i答 の建設は、ルRに 'や むを得ないものと考
える。

新定係 i修建設に当たって当i薗 最 も重要なことは、今イAの「むつ」の出力

上ゲト試験、実験航海、最終的な廃船に至 るまでの内容等、 1司 1告 に lp・ いて

,11・
画言れている「むつ」の全体的活動 を具体的に11期 に地元供1係 者に説明

し、11米 、原子力船の定係 ,春 としての 1茂 會ヒ/7r十分 に発

“

「 で きるよう、基

本的な理解 と合意をイ手てお くことでぁる。なお、新定係)き にっいては、

、理豊糞■2皿皿L努めるとともに、地元の物流の推移等を踏まえ、可笙_
な限り多目的に利用することを検討することが望ましい。

一方、「むつ」は関根浜新定tl港の供月]開 始までの||け 大i炎 i告 に停泊する

こととされている/Jr、 ム i鳳壁腱温肌皿上においても、経費の効率的使用

に留意しつつ、でき得る限り「むっ |‖ 1希 の「ルタよ夕ati→
′ストら撃′1+べ ≒

マ

．

である。

(2)舶 り11炉 の改良研究

舶用炉の経済性、信頼性等の向上を目指 してイアう舶fll炉 の改良研究は

1宇来の原子力船研プじ″‖発にとって重要であり、今後オ,実 に進めていくべ

きである:ま た、同研究は、「むつ」の成果が得られなけれ|ま
・
本格的には

進められないものであり、この点に十分留意 しつつ研究を進めることが

ハヽ 打
`

でき得 る限 り[む つ」‖1発 の成果を挙げるよう努力すべ き
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下記の事項 |こ ついての原子力委員会における検討内容は以下のとおりで1)る 。

郷 ρ 必要性し

"ス

子ブJ船 の実用化の見〕Ⅲし )

「illl ili綸 の 11イ |1等 により

J最近における剛 的な榊 満 のほ引守によリ

、・ ‐… ・|:rt illlほ l tr・ Itズ il11 li綸 がuitの 傾lilに あるこ①

ヽ 中則 脚 Jよ 椰 綸釉 り 岬 り…
…

.´ .^― ll l日 ●―ス雨rOし 1イト71t llい との

'tブ

Jが
~般的

とから、石 i山 佃〔格は19901F4ヽ には上昇する頂∫lE`Lが 1'6い とのりもフJ力「
~

であり、この ような石油価格の上 Jl・傾向が続けば、漁1用 炉プラン トコス ト

1_… ::´ ,■ lrF r‐ Ii nハ ″ビ の り 、 ― V′ ‐ ′ … 日・~

の低減化のための一層の努力 と相 まって、 21世紀の′リリ:丁 l

実用化のための疑壼至整翌
ζ整うもの1考 えられる。

ある我が国が、鰍 の肺 刀原子カカ|)の 実サ]1化

時期に通切に対処tイ :=る ようその技術 を保有 してお くことは、将来のlRが

国の安走的発展を図る上で重要なことで力)る と考える。

原子力船「むつ」

'1発

の意義 )

(原 子 刀 胎 lUつ

著 II[」 た っ て どの よ うに1り |プt lЛ l発 を進めてヽ` く

の 原子力船の1支術を保;           
…″り.:.“ハ.■■■与 ntムキl.、

かについてはヽ欧米先進国においてはヽ実際に原子ノJ船 を建造、避航 し、

一 ・ ・′― Lマ l…
・

|^・・/1

そit r,の 成果の上に立 って次の段階の 1白 用炉のitlti卜 を終了するに至ってい

――   ・ 1 ″ ′:′ nllズ レ l‐ ―

らこと、実船によるは 望 墜
響 呼 {響

邸 ~ば
・

胆 臓 ≧

_、 議 :、 》 [■ 1お日↓術 r i01卜 、地ること、人】口:‐ ‐υ Vr一 二_ニー丁丁
~TT  

ら、国産 1支 術で骰 l卜 ヽ地

なが棚 用炉の改劇    こと等
1｀ … … I・1/ぃ ぃ ,

更亜≡FTτて
~顧

死下三¬み百璽FE毛棗:了 i、 多(1、 千『 51/Jr tl∫ 1:ち営却`1ユ |こ ′ら/Dル1-r― ブJ ll)  「t〕

っ」の31発 を1監 続することが必要であると考える。

|む つ」″6船論に関する検討 )

「
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D 一部に「むつJの 原子炉は|口 式化 しており、実験をしても意味がないの

ではないかとの1旨 摘があるがヽ「ヤつ」の原子炉は船11用 力I子 炉の基本型

で,)る 加圧水型軽水炉であり、既に長A衡 lt佐 趾保港において、最新の知jL

に基づき、原子炉部分の連は改修、安全性1窓点検・ね‖修工事も終了してお

_― ●●"  ヽ ‐ ‐  1_ 1‐  ■_り 、 ノ ● ヽ ′′
`｀ “

′'… … ~

り、また、1性 1寺 管理も通切に行われているので、          生土

り十//1イ1 lLな データがイ堕型L生1響皇響響
一される

Ll反 9111台 による|'1揚りこ欧
一方、「むつ」を″ι船とし、1支術導入や陸上で

により代替すべしとの考えがあるが、!支術導入や4南 報り|1人 によつては真の

技術が身につ くかは疑間であり、また、陸上での振911台 による1泉 疑実験に

っぃては、海上での振動、rll柵 、,衝 撃、∫t荷 変動等を楔授し得る二次元振

"力

台を|‖l発 、製作 し、その振plJ台上F原子炉の巡1伝 実験を行うことはヽ内

外の技術の実態か。,み て、1'実上不可12で オンる。

( 1よ i含  )

④ 原子力船技術のように実用化 までに長年月を要する1支 lliの 出l発 を行い、

これを自らのものとして定着化させるためには、やはり基 E也 的段階から実

船によ獄 験蹴 等をか 、      
も

る .

また、今後の「むつ」の

'1発

についてはヽ現下のパたしい11政 111古 |千 賃み|

二理 」 脚 囲 出 鰍 すべきである.

2. 1川根浜新定係ilIの 処:設 の必要性

(関根浜Irl定 係港選定までの経il´)ノ

①  「むつJ力′昭和49年 に放夕11輔1れ を起こして以来の威大のIJ案 は定係:書

の確保である。

この問題についてはt ttII・ li55年 8月 、科lr技術庁が「むつ」の新定係i苦

として大淡i轡 を再田:i轡 化するこ|に
ついてデi森 1‖ 1関 係11(り it、 むつ市及び
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青森県漁連)に協力要 ]薄 したが、地元の同意を得 られず、その話 し合いの

過程でむつ市関根浜地区に新定係港を建 i・■すること/Jr合 意され、昭和57年

3月 、青森11関 係者との11で 「原子力船「むっ」の新定係港建設及び大淡

i修 への入港等に関する協定書」 (以 下、「五者協定」 とぃう。)ヵ rlitr紺 され

た。

(大湊港再母港化論に関する検討 )

② 二部にtin論 のある大淡 |き の再il港化について|ょ 、技術的見地からは可能

であると考えられるが、 ① のような国と地元 との経林を考 |ぼ すれば、現

実問題 として必要な試験 を実施 し、廃船 まで行いイ手る |ユ i春 とすることにっ
いて、地元の同意が得 られる見通 しは殆 どないものと考えられる.

従って、 lyJl■ 浜frr定 係i誉 を建設するこ |は 、これまでの経 1本 からみて、

計Rに やむを1手 ないものと考える。

なお、付言すれば、五者協定の当事者たるllilが 、自ら協定を履行 しない

ということになれば、地元に、政府に対する不信感を駆成する可能性 /Jrぁ

り、このこと/Jr原 子力開発利リロ全体に対 し大 きな悪影響を及ぼすことが懸

念される。

3. |む つ」廃船の実行可能性

①  「むつ」の廃船の実行可l18性 につぃては、「むっ」

殆ど運 1云 されてぃないため、内蔵放射 1ヒ量も少なく、

がこれまでのところ

りと時点で廃船にする

ことは、技術的には大 きな困11性 はない もの と考え′)れ る。

② しかしながら、「むつ」は、佐世保)さ では核封印による1,理 、現在の大

i炎 i春 では原子炉凍結状態でのイ亭泊というような、厳 しぃ制1勺 条

“

|:が付され

た事4宙 からみて、現状で国内において、流10の ためだけに「むつ」を受け

入れてくれる場所を確保できる見im上上■望ュ いものと考えられる。
|
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既に修理の完了した「むっ」については、

その後関llt浜 新定係i告 において廃船とするこ

にとって最も有効であると考える。

今後諸熱験、実験運航を行い、

とによって、1斉 試験から廃船

が、11米 の原子力船研ブじ‖l発

―参 4-


